
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0401024 

名  称 マジカルリペラー 
作成年月日 2003年9月30日 

更新年月日 2020年4月2日 

 副  題 コンクリートの表面含浸材  開発年月日 2000年 

 
 
 分  野 

１共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

コンクリート工 

 

 

材料についての耐久性は10年以上 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 鹿島建設㈱・旭化成ワッカーシリコーン㈱ 担当部署 ― 

担当者名 ― ＴＥＬ ― 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 カジマ・リノベイト株式会社 担当部署 技術本部 

担当者名 神谷 由紀 〒 

 

162-0065 ＴＥＬ 03-5379-8771 

住  所 

 

東京都新宿区住吉町1-20 ＦＡＸ 03-3359-2090 
 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kajima-renovate.co.jp/ e - m a i l  
majical-repeller@kajima-r
enovate.co.jp 

 
 【概 要】 

マジカルリペラーは、シラン・シロキサン系シリコーンでコンクリートに浸透してシリコーン
のネットワークを形成し、構造物に防水効果を与える材料である。中性化、塩害、凍害、アル
カリ骨材反応等外部から浸入する水分が原因で劣化するコンクリート構造物の耐久性を向上
し、延命化を図ることができる。 

 
 【特 徴】 

・ コンクリートに浸透するので施工後の剥れや膨れを生じない。 
・ シリコーン系材料であり、紫外線等による劣化が生じにくい。 
・ 無色透明のため構造物の外観を損ねない。 
・ 有機溶剤を使用していないため環境にやさしい。 
・ 1回の塗布で十分な撥水効果を発揮できる。 

・ ペースト状なので、塗布の際に飛散や液ダレを生じない。 
 
 
 
 
 
 
 
                     

        

様式－３ 

別紙３ 

 

塗布直後 揮発しにくく 

浸透しやすい 

十分に浸透した 

高密度の撥水層 

大小２種類の混合されたシリコーン分子 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

水を散布した状態 



新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都：    0件 
  国 土 交 通 省：   150件 
  その他公共機関：   300件 
  民 間：   230件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：    0件 

 都市整備局：    0件 

 港 湾 局：    0件 
  

水 道 局：    0件 

  下 水 道 局：    0件 

  交 通 局：    0件 

  そ の 他：   0 件 

 特  許    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：TS-030006-V(掲載期間終了)） 登録年月日：2004年3月30日  ） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ５公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入  

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ２省力化 ３作業効率向上 ４施工精度向上 ５耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名： 
 １ 工 程【１短縮（  ％）２同程度 ３増加（  ％）】（1回の塗布で十分な効果 ） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）２同程度 ３低下（  ％）】（1回の塗布で十分な効果 ） 
 ３ 経 済 性【１向上（  ％）２同程度 ３低下（  ％）】（1回の塗布で十分な効果 ） 
 ４ 施工管理【１向 上    ２同程度 ３低下          】（           ） 
 ５ 安 全 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（有機溶剤を含まない  ） 
 ６ 施 工 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（ペースト状で塗布しやすい） 
 ７ 環 境【１向 上    ２同程度 ３低下          】（環境に影響を与えない  ） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（塗布後無色透明になる  ） 
 ９ 品 質【１向 上    ２同程度 ３低下          】（有効成分が高い     ） 
 10  そ の 他（                                  ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
【施工単価等】 材工共(ローラー施工)：  ・マジカルリペラー：2,630 円／m2 
 
                    
                    
 
 【施工上・使用上の留意点】 

・ 標準塗布量は0.2kg/m2とする。 
・ コンクリートの水分量が6％以下で施工すること。 
・ 風速が5m/秒以上の時は施工しないこと。 
・ 気温が0℃未満の場合は施工を避けること。 

 
 【参考文献】 
     ・「シラン・シロキサン系撥水材の開発」コンクリート工学年次論文集 Vol.22,No.1,2000 
     ・「シラン・シロキサン系撥水材の塗布方向に関する一実験」コンクリート工学年次論文集 

Vol.23,No.1,2001 
・「シラン・シロキサン系浸透性吸水防止材によるコンクリート耐久性向上に関する検討」 

コンクリート工学年次論文集 Vol.24,No.1,2002 
     ・「ひび割れを有するコンクリートへの浸透性吸水防止材の適用に関する一実験」 
      土木学会第57回年次学術講演会 

・「暴露試験によるシラン・シロキサン系表面含浸材の長期耐久性に関する検討」 
  土木学会第68回年次学術講演会 

 
 
 
 【参考資料】 
   
   

 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

 

● 性能試験結果 

 

機関 土木学会 

規格名 表面保護工法設計施工指針（案） 

材料名 マジカルリペラー 
グレード A 評価値 

(抑制率) 

性

能

評

価

項

目 

外観 外観変化なし 外観に変化がないこと 

含浸深さ 4.1mm ― 

透水に対する抵抗性 95% 80％以上 

吸水に対する抵抗性 90% 80％以上 

透湿性 90 透湿比 80 以上 

中性化に対する抵抗性 32% 30％以上 

塩化物イオン 

浸透抵抗性 
100% 80％以上 

 

● 北海道での暴露試験結果 

北海道の日本海側沿岸部において10年間の暴露試験を実施し、吸水防止層の厚さと塩化物
イオン量の変化を計測した。塗布から10年経過後も効果が持続していることを確認してい
る。 

 

 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

・高架橋高欄、橋脚、桁の中性化、塩害、汚れの防止、アルカリ骨材反応抑制 
・構造物の美観確保 
・海岸近傍構造物、および凍結防止剤散布に対する塩害防止 
・山岳部および寒冷地の凍害防止 
 
 
 

 



新技術調査表（４） 
 

適用事例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                     

 

桟橋下面 高架橋柱 

ダム堤体高欄 橋脚 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

     

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

中日本高速道路株式会社 

 

 

 

 

新潟県 

 

 

 

国土交通省 関東地方整備

局 

 

 

首都圏中央連絡自動車道 

相模原IC～高尾山IC間 

はく落対策工事 

 

 

胎内川河川総合開発事業

(2級)奥胎内ダム本体建

設工事 

 

東京港臨港道路南北線中

央防波堤内側地区接続部

及び沈埋函（1号函）製

作・築造工事 

 

H26.1～H26.9 

 

 

 

 

H30.10 

 

 

 

R1.2 

 

 

00016682-4014431560 

 

 

 

 

無 

 

 

 

無 

 【評価等がある場合、その内容】 

 


